




究Ⅰ・Ⅱ」の特異な位置付けと 2017 から 2020 年度
までの 4 年間の変化について論述する。論の柱は，
以下の 2 本である。






















なかった（資料 1）。2017 年の前期が履修学生 16 名
の内 1 名，6.3％。後期は 1 年生 4 名 18.2％。前後
期の平均は履修生 38 名の内 5 名が留学生というこ
とで 13.2％が非日本人学生であった。同じように並
べると，2018 年度，前後期合計履修生 37 名の内 9
名 14.3％。2019 年度，全履修学生 67 名の内 24 名
35.8％。2020 年度，コロナ禍ではあっても履修学生















































































2018 年度 1 年間の学修内容の実態を反映させて大
きな変更を加えた。













































































　TED「Tom Wujec:Build a tower, build a team」
　　 https://www.ted.com/talks/tom_wujec_build_
a_tower_build_a_team































　 　後期の履修学生は，前期に履修していた 2 年生



































　　＊ 対象が NL の人ではあるが，ここは日本語で
プレゼンする。
　ⅳ　今後の予定




　　＊ 10 月 15 日〜 22 日
　　　プレゼン準備 2（資料作成）
　　＊  10 月 29 日　11：00 より各グループによる
プレゼンテーション（10 分 /G）
　 　プレゼン終了後のリフレクションシートでも，





　 　11 月 5 日，12 日 再びペーパータワー，マシュ
マロチャレンジを実施することでマンネリ化する































































　 　出来上がった 5 グループの作品の内，1 作品は
台湾からの留学生の人生，それ以外は日本人学生






























































ナウィルスの広がりによって 4 月 3 日に挙行される
予定であった入学式は 20 日に延期になり，4 月 7
日の第一回緊急事態宣言の発出によって 5 月 6 日ま
で臨時休校となったことで，入学式は中止され授業
開始は 5 月 7 日からとなった。授業も対面授業から
manaba システムを活用した遠隔リモート授業に舵
をとることで様相は大きく変化した。












るを得なかった。また， 前期は， manaba システムの
クラウドにあげる容量の制限が厳しく， PowerPoint
や Zoom を駆使しながらも満足できる資料を作るこ
とができず四苦八苦したが，後期は全時間 You-
Tube を活用することでスムーズにやりとりができ
るようになった。ここら辺の授業の変遷と工夫は，
次回の紀要に委ねることとする。 2001 年以降も
2019 年度のプログラムを修正しながら コミュニ
ケーション能力の向上の講座を進めていく所存であ
る。
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